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高校英語 文法ユニット16 否定・強調・倒置・省略｜定着ドリル（基礎）

否定・強調 定着ドリル（基礎） 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 部分否定と全否定を書き分け、強調構文と do の強調が使える

1 （　）内から正しいほうを選ぼう。※うすい字はヒント　【はじめに】not のとなりの語に○をつけてか

ら選ぶ。　【考えてみよう】「みんなが来たわけではない」と「だれも来なかった」は、どこがちがう？
知識・技能

(1) ( Not / No ) all of my friends like coffee.　ヒント: 好きな人もいる

(2) ( None / Not ) of my friends knew the answer.　ヒント: 知っていた人はゼロ

(3) It ( was / did ) my sister that found my wallet.　ヒント: 前に出す形

(4) I ( am / do ) want to go, but I have no time.　ヒント: 動詞を強める

2 日本語に合うように、（　）に1〜2語で書こう。 知識・技能

(1) 高い本が全部いいというわけではない。

( ) expensive books are good.

(2) そのクラスの生徒はだれも遅刻しなかった。

( ) student in the class was late.

(3) その窓を割ったのは健だった。

It ( ) Ken that broke the window.

(4) 私は本当にこの歌が好きなんです。

I ( ) like this song.

3 日本語に合うように並べかえよう（文頭の語も小文字で始めてある）。 知識・技能

(1) すべての鳥が飛べるわけではない。　（Not で始め、fly. で終わる）

[ birds / all / can ]

(2) 私はいつもひまというわけではない。　（I で始め、free. で終わる）

[ always / not / am ]

(3) 私を助けてくれたのは彼の妹だった。　（It was で始め、helped me. で終わる）

[ that / sister / his ]

英語教材ラボ 高校版　https://eigo-kyozai-lab.com 学校・授業での利用は自由です（再配布・販売はご遠慮ください）



各4点

高校英語 文法ユニット16 否定・強調・倒置・省略｜定着ドリル（基礎）

否定・強調 定着ドリル（基礎）｜ミニ英作と解答

4 ＿＿だけ自分のことばで埋めて、文ぜんぶを書こう。書けたらペアで交換して、相手の文を声に出して読
む。 思考・判断・表現

(1) Not all ______ are ______.（「全部が〜というわけではない」）

ヒント: sports / manga / vegetables ＋ easy / interesting / delicious など

(2) It was ______ that ______.（いちばん言いたいことを前に出して）

ヒント: my brother / that day / the last game ＋ changed my mind など

解答 　4は一例。文として正しければ広く認めます

1

(1) Not

not と all がとなり合っ
ているので部分否定。【考

えてみよう】の答え: 前者
は来た人もいる／後者はゼ
ロ。

(2) None

「知っていた人はゼロ」な

ので全否定。None of ＋
複数名詞の形。

(3) was

It is / It was ＋ 言いた

い語 ＋ that の形。did
は入らない。

(4) do

動詞を強めるのは do ＋

原形。want のままで、
wants や wanted にしな

い。

2

(1) Not all

打ち消すのは「全部」のほ
う。All expensive books

are not good. は2通りに
読めるので避ける。

(2) No

No ＋ 単数名詞でゼロを表

す。None of the students

でも同じ意味。

(3) was

強調構文。Ken を前に出し

ているので that のうしろ

は broke the window と主
語が欠けている。

(4) do

「本当に」と言いたいとき

の do。like のままで
likes にしない。

3

(1) Not all birds can fly. Not all を文頭へ。All birds cannot fly. とは書かない。

(2) I am not always free.
not always で「いつもというわけではない」。never にす

ると意味が変わる。

(3) It was his sister that helped me.
his sister を前に出しているので、that のうしろは主語が
欠けた形になる。

4（解答例）

(1) Not all sports are easy for me.（一例）
Not all ＋ 複数名詞 ＋ are の形。動詞は複数に合わせ

る。

(2)
It was my brother that taught me how to ride a

bike.（一例）

that のうしろが主語または目的語の欠けた形になっている

か確かめる。
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